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土砂災害警戒区域
保全人家戸数 ２６戸
（公共的建物含む）

【参考】S58 野尻橋で氾濫した土石流
（渓流保全工整備前）

渓流保全工の整備ｲﾒｰｼﾞ

土石流発生時
（R7.8.8撮影）

【土石流発生前】
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土石流を安全に流下
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流路内を安全に流下
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【土石流発生後】

上流：砂防堰堤・床固工
(土石流を一部捕捉・抑制)
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砂防事業による効果 （桜島 野尻川砂防堰堤群）
さくらじま のじりがわ

桜島

砂防施設あり砂防施設なし

※26戸：土砂災害警戒区域内の
保全人家戸数

至桜島港

国道224号

至垂水市

整備後も毎年の土石流で大量に土砂が堆積し
ているところであり、国土強靭化５か年加速
化対策等により除石を実施し被害防止に寄与

日雨量 １０１mm/日
時間最大雨量 ３５mm/h

災害発生日 ：令和７年８月８日

降雨状況 ：連続雨量 １１４mm（８月７日１８時～８日９時）

時間最大雨量 ２７mm（８月７日１８時～８日９時）

※野尻川雨量観測所

発生箇所 ：鹿児島県鹿児島市野尻町野尻

発生状況 ：砂防堰堤等の整備が完了し、国による管理を行っている野尻川において、

低気圧と前線による大雨（S５８同規模の降雨）により土石流が発生したが、

上流の砂防堰堤や床固工、そして下流の渓流保全工が効果を発揮し、土

石流が川から溢れ出ないように、流路内を通って海まで安全に流下させた。

これにより、下流地区への被害や、鹿児島市中心部と桜島を航路で結ぶ港

への重要なアクセス道路である国道224号（緊急輸送道路）への被害を未然

に防止した。


